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研究成果の概要 

本研究は、Society 5.0の社会で必要とされるレジリエントな ICT基盤の実現に向けて、高信頼

なエッジ-クラウド連携ネットワークの技術を確立することを目的とする。ユーザの要求に応じ、エッ

ジとクラウドの資源を適切に組み合わせてサービスチェインを構築する。柔軟かつ一貫性のある資

源割り当ての更新により、恒常的に発生する事象（トラヒック量やユーザ数の変動）および突発的に

発生する事象（攻撃や故障による機能停止）に対応しながら、サービス提供を継続する。 

2024年度は、サービスチェインの更新手順を求める手法について、前年度に開発した数理モ

デルの改良を行った 1)。各ネットワーク機能が持つステートの移行時に、新たに到着したパケットを

サービスチェインの経路上のノードでバッファする場合について検討を行った。更新スケジュール

を決定する問題を混合整数線形計画問題として定式化し、実用的な解法として複数の発見的アル

ゴリズムを開発した。数値評価により、ベンチマークモデルと比較して、各ノードにバッファされるパ

ケットの最大量を削減できることを確認した。 

また、大量のパケットが高速に伝送・処理される状況へ対応するために、Programmable Data 

Plane (PDP)を用いてサービスチェインを構築し、それを複数のノード間でマイグレーションさせる手

法について検討を開始した 2,3)。本検討では、ネットワーク事業者が運用するエッジやクラウドに

PDP スイッチが導入された環境を想定した。初期検討として、エミュレーション環境上でホストと

PDP スイッチにまたがるサービスチェインを構築し、オーケストレータの指示によりマイグレーション

を行うシステムを開発した。ネットワーク機能のステート移行にかかる時間について測定と分析を行

い、今後の具体的なアプリケーション開発に向けた知見を得た。 
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